
【西大寺北小学校】平成30年度奈良市通学路安全プログラム対策箇所一覧　（Ｒ2年6月末時点）

1 西大寺北 中部第682号線
西大寺竜王町２菖蒲池第二号
踏切

踏切が狭い上、踏切南側の歩道も狭い。通学時間帯に車の通行量も多く、危
険。 指導で対応 学校 済

2 西大寺北 中部第69号線
秋篠新町２６９津田外科前交
差点

自動車や自転車の通行量が多いにもかかわらず、登下校する児童が２段階横
断しなければならず、しかも待機場所がなく危険。

指導で対応 学校 済

3 西大寺北 県道谷田奈良線 西大寺本町104号線
西大寺駅北側の、昼夜を問わず自動車や自転車の通行量が多い道なのに、車
道と歩道の境目がはっきりしない箇所があり危険。

指導で対応 学校 済

4 西大寺北 県道谷田奈良線
西大寺北1丁目歩道県道谷田
奈良線

ゴミ回収日に歩道にあふれるゴミにより、登校する児童が歩道を歩けず車道
にはみ出て危険。

歩道の幅は広いためゴミを出す場所を検討してもらう 自治会 済

5 西大寺北 中部第91号線 秋篠早月町１０－４７

平城２号踏切は、西大寺北小学校の通学路になっており、約１００名程度の
児童が通学している。児童だけでなく、農作業の方、百貨店や保育園に行か
れる方、高齢者の方もたくさん利用されている。踏切内部の面は、凸凹して
いる。歩きにくく事故につながる可能性がある。

線路内の改修 市 済

6 西大寺北 中部第１０３号線 敷島町
道が狭いにもかかわらず、自動車や自転車の通行量が多い。また、坂道であ
るため、スピードを出す自動車も多い。ガードレールも歩道もない。

グリーンベルトの設置 市 済

7 西大寺北 中部第６７８号線 赤田町１丁目
道が狭く、自動車が通れないため、安全であるが、塀があるため、地震の際
には崩れる危険性がある。

指導で対応 学校 済 幅員狭くグリーンベルトの設置は無理
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